






































































































































































































































































































































面積 6,341k㎡ 102,600k㎡ 101,800k㎡
常住人口 1,711万人 7,406万人 4,680万人
ＧＤＰ 6,251億元 12,461億兀】 9,396億元
GDP成長率 118％ 13.5％ 14.0％
１人当たりＧＤＰ 46,718 九］ 12,461元 20,147元




件数 金額 構成比 伸び率
中国投資総計 1，３４０ 896,084 1，６３３ 1,343,885 100.0 50.0
華北 760 487,748 914 633,418 47.1 29.9
山東省 5２１ 219,032 ６１７ 370,598 2７．６ 69.2
天津市 1２７ 93,416 1３８ 80,700 6.0 -13.6
北京市 8２ 162,398 1２８ 162,483 1２．１ ０．１
河北省 3０ 1２，９０２ 3１ 1９，６３７ 1．５ 5２．２
東北３省 206 ８１，９３７ 244 1１５，０６７ 8.6 40.4
遼寧省 1４５ ６１，９１１ 1９０ ９３，５５４ 7.0 5１．１
吉林省 ４１ 1５，２２３ 3７ 1２，４９６ 0.9 -17.9
黒龍江省 2０ 4,803 1７ 9,017 0.7 87.7
華東 2７７ 2４３，２０３ 348 458,629 34.1 88.6
上海市 1０４ 58.789 1０３ 7４，００３ 5.5 2５．９
江蘇省 1１９ 129,640 1７０ 276,369 20.6 １１３．２
斯江省 5４ 54,774 7５ 1０８，２５７ 8．１ 97.6













































































契約件数 4，３２１ 7，３０１ 4,442
契約金額 111 308 1２１
実行金額 5５ 1０６ 5０
韓国の対中直接投資 ９１
対中直接投資のうち，東北３省の占める割合が
2000年の15.3％から2002年の8.9％に下がった一
方，華東地域は同じ時期に18.2％から29％まで上
がった24。さらに，韓国貿易協会(KITA)上海代表
処によると，2004年４月には、韓国から華東地域
への投資は実行ベースでは1494件，上海へは482
件，中国全体からみればそれぞれ15.6％，５％と
大きな数字ではないが，その急増ぶりは目を見張
るものがある25。
韓国大企業の華東地域への投資が増加した要因
には，韓国大企業の対中投資の戦略的な変化と各
地域全体の投資環境の差異によるものであると考
えられる。
SCB信金中央金庫総合研究所は華東地域の１市
２省の優位』性について表６のようにまとめている。
華東地域は，他の地域に比べて産業集積が比較
的成熟かつ完備しており，そのことが外資系企業
の直接投資を誘致する最も重要な要因となってい
る。すなわち，華東地域は2004年にはすでに自動
車，電子通信，集積回路など完成された産業集積
を形成しており，原材料産業の成長だけでなく，
製造業のためのサービスである外資系物流，卸売
り，小売りなどのサービス業も成長している。そ
して，華東地域の地理的な優位`性，優遇政策，イ
ンフラの整備，優秀な人材など外資系企業に投資
しやすい環境が整っている26。
なお，漸江省は全国で民営企業が最も盛んなる
地域である。工業生産額に占める民営企業の割合
は中国全体では３割未満だが，斯江省では８割近
い。また，中華全国工商業聯合会が発表した2003
年同民営企業ベスト500(売上額ベース)のうち,漸
江省から３割強の183社がランクインし,企業数と
しては６年連続全国一となっている27.
以上のことをふまえて，韓国の対中直接投資の
動因から見てみよう。
第一は，かつて両国ともに中国の改革開放政策
表52003年の韓国の規模別対中直接投資状況
＿￣｢~~Ｔ天王襄下ｷﾞﾃ示禿諏蘆
出所：韓国財政経済部(2004年）
以上の分析から見ると，韓国の対中直接投資の
特徴は，大企業が華東地域に集中して投資を行っ
ていて，中小企業はやはり伝統的な投資先である
華北地域に投資を行っていることである｡つまり，
韓国の対中直接投資は華東地域への比重が高まり
つつあるが，なおも，華東地域(主に大企業)と華
北地域(主に中小企業)への投資の二極並存現象が
見られる。
表６華東地域のメリット
(里付：件一億ドル）
上海市 江蘇省 斯江省
①中国で最も経済発展が進み，資本・技術・人
材・情報量における優位性を持つ。
②外資系金融機関が集中し，国内最大の金融セ
ンターである。
③中国各地との交通の要衝であり，物流(航空・
海運・陸運）の中心である。
④購買力のある富裕層･中間層の形成が進み,将
来の大消費市場への期待が大きい。
⑤華東地域への部品産業･裾野産業の集積と品
質・技術力向上に伴う現地調達が可能となり
つつある。
①優遇政策，インフラ整備が急速に改善しつつ
ある。
②内需及び物流の中心である上海市に隣接して
いる ○
③用地取得等の諸費用が相対的に安い。
④開発区の姿勢が積極的で，様々な要望に柔軟
に対応してくれる。
⑤教育水準が高く人材が豊富で，人件費も上海
より安い。
⑥日系企業が多数進出しており，大企業を頂点
とした産業集積がさらに関連産業を呼び込む
集積効果がみられる。
①～④は江蘇
省と同じ。
⑤国有企業の
比率が低く，
民営企業が多
い。
大企業 中小企業 個人等
総計 金額
伸び率
26.4
－２９．４
23.8
8.2
4.2
55.6
対中国 金額
伸び率
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人間社会環境研究第15号２００８．３9２
1990年代後半には「高級製品進出戦略」を展開し
た。そして，2001年末からは「販売市場化戦略」
を打ち出し，戦略をさらに－歩推し進めてきてい
る31．
サムスンの中国進出の初期では，中国の低賃金
を利用し,生産した商品は韓国か第三国に輸出し，
残りは中国国内で販売した。この時期は主に中低
価格製品を大量に生産することを目的としていた。
すなわち，主に中国の輸出向け生産拠点を狙って
進出していた｡当時の主力製品は,カラーテレビ，
VCR（ビデオカセットレコーダー)，電子レンジ－，
エアコンなどで，主たる企業戦略は中国の輸出向
け生産拠点として位置付けていた32゜例えば，１９９０
年代前半，サムスン電子は天津で小型カラーテレ
ビ，ＶＣＲ（ビデオカセットレコーダー)，モニター
を生産することから中国に進出した。
1990年代後半から,中低価格製品の生産.販売に
注力したサムスンの電子系会社は，少しずつ商品
の質を高くする戦略に変えた。それは，サムスン
電子はこの時期から中国の国内市場を意識してき
てあり，中低価格製品では，中国市場で成功でき
ないと考え，最新流行と先端技術の高付加価値製
品で市場攻略に出た。サムスン電子が中国進出し
た高付加価値製品の成功事例としては，携帯端末
の「エニーコール」が上げられる33．
エニーコールの成功を受けて，サムスンは中国
進出戦略を再検討し，中国市場に高付加価値製品
を導入･販売する販売市場と捉える「販売市場戦
略」に変えた34。また，サムスンは中国市場への
進出に際して，人件費を目当ての競争はせずに，
高付加価値製品を作ることを重視し，数量ではな
く収益,性に焦点を合わせた。こうしてサムスング
ループは1999年に，中国進出して初めて黒字を計
上した35゜
こうしたサムスンの中国進出戦略の下で，２００６
年末にはサムスンの中国投資累計額は50億ドルに
も達した｡また,2006年の販売額300億ドルのうち，
中国国内販売額が205億ドルを大きく占めている
36．サムスンの中国進出戦略が成功した最も重要
な理由の一つは，輸出向けの生産拠点としての中
開始時には安価の労働力を重視していたが，中国
のWTO加盟を契機に中国を引き続き生産基地と
して重視すると同時に，中国国内市場も重視する
ことで，総合的な生産コスト削減を考慮する方向
へ転換した点である28゜このような動因の下で，
韓国の華東地域への投資は資本・ハイテク密集型
の製造業に集中しており，大型プロジェクトと先
端産業製品に進出している。韓国のサムスン，ＬＧ
などの大企業は華東地域にハイテク産業基地の戦
略的布陣を積極的に進めている。
第二は，韓国企業の対中投資が加工輸出から中
国国内市場での販売を重要視するようになった点
である。華東地域は韓国企業を含む外資系企業が
販売ターゲットとするような市場に発展し，とり
わけ上海市は中国の経済・金融センターとして高
く期待されている。そのため，上海市には情報収
集や統括本部機能を持つ事務所の設立が相続いて
いる。ジェトロ上海事務所の統計によると，上海
市では駐在事務所が7,353カ所(2003年末時点）あ
るほか，７９社（2004年８月末時点，以下同）が多
国籍企業統括本部，１００社が外商投資』性公司（傘型
企業)，131社がＲ＆Ｄ投資センタ（200万ドル以上）
をそれぞれ設けている29。
(3)韓国のサムスンの中国進出実態
ここでサムスンの中国への進出を見てみよう。
サムスンは1992年４月に，中韓国交がまだない時
期に中国天津に最初の合弁会社を設立した。これ
がサムスンの中国進出の第一歩であった。同じ年
の８月には中韓国交が回復し，サムスンの中国へ
の進出も急激に加速した。現在のサムスン傘下の
30余の会社の中，サムスン電子，サムスンSDI，
サムスン電機，サムスン生命，サムスン火災，サ
ムスン証券，サムスン物産等の20社が中国に進出
しており，関連産業は電子・金融・貿易・重工業・
建築・化工・服装・毛紡績･広告などの分野に及ん
でいる30.
次は、サムスンの中国進出戦略を見てみよう。
サムスンの中国進出戦略は多く３段階に分けられ
る。1990年代前半には｢生産拠点確保」を推進し，
韓国の対中直接投資 9３
国から市場としての中国に戦略転換したことであ
った。輸出中心から中国市場重視に転換して，中
国での統一的な販売網の構想に力を入れてきた。
その結果サムスン製のディスプレーは2003年まで
3年連続中国市場でシェア1位になっている37．
サムスンは2006年まで中国全国に119社を設立
している。そのうち，２８社が生産企業，３０社が販
売企業，４社が研究機関，５２社がアフタサービス
機関である38．サムスンの在中会社は主に華北地
域・華東地域・華南地域3地域に進出いるが，２００１
年の「販売市場戦略」に変えてからは、中国市場
性が最も高い華東地域に積極的進出を図るように
なった。実例を挙げると，蘇州にある蘇州工業園
区だけにもサムスン電子(蘇州)半導体有限会社，
蘇州サムスン電子有限会社，蘇州サムスン液晶デ
ィスプレー有限会社，サムスン半導体中国研究開
発有限会社,蘇州サムスン電子電脳有限会社など，
８件のプロジェクトを推進している。そのほか，
研究センター，冷蔵庫，洗濯機などの家電製品，
ノートパソコン，液晶ディスプレーなどの重要な
生産拠点も設立した。それにまた，2006年７月に
はサムスン電子(蘇り|､|)半導体第２工場を正式に起
工した39。
東地域はすでに自動車，通信電子，集積回路など
の完備な産業集積を形成し，原材料業種が発達し
ているだけでなく,製造業に奉仕する外資の物流，
小売などのサービス企業も発展しつつある。華東
地域の市場容量と将来性は顕著である。
多くの研究者は韓国の対中直接投資が中国の国
内市場を獲得するため，華東地域に集中している
ことを論述してきたが,その具体的な分析がない。
本論文では，韓国の対中直接投資の推移と特徴を
論述した上で，具体的な統計データと実際に行っ
ている企業投資の実証を取り上げ，韓国の華東地
域への投資が増加したのは，中国国内市場を重視
する韓国の大企業によっての華東地域への投資で
あって，韓国の中小企業はやはり低労働力を重視
して生産拠点として伝統的投資先である華北地域
に投資を行っていることを検証した。そして，韓
国大企業の対中投資が華東地域へ集中する要因を
華東地域の地域的な優位性と韓国の戦略的な動因
から分析し，華東地域の地域的な優位性が韓国の
大企業の投資を誘致し，韓国の大企業にとって中
国国内市場を獲得ためには華東地域が最も相応し
い地域であることを検証した。ただし，韓国の中
小企業について見てみると，韓国の中小企業は山
東省を中心とする華北地域への投資が多く，輸出
型投資が多いため，中国国内市場より，生産拠点
として重要視しており，コスト面と地理的な優位
`性を考慮して，華東地域へ移ることは当面ないと
考えられる。これは，本論文で示したように，韓
国大企業の華東地域への投資の伸び率が高いとは
言えないものの，華北地域への中小企業の投資が
依然として増え続けていることからも伺える。
おわりに
韓国の対中直接投資の大企業による華東地域集
中実態は，外国の対中直接投資の新たな傾向を示
している。韓国を含む外国から中国への直接投資
は改革･開放政策開始時の安い労働力を求めた投
資から，総合的生産コストの低下をより一層考慮
するようになった。さらに，中国のWTO加盟を契
機に，中国を生産拠点にする同時に，国内市場を
より重視するようになった。中国国内市場を獲得
するためには，戦略的方面から考えると，安価な
商品よりも，技術』性が高くて高付加価値の商品を
選択するのが有利であるという事情があった。そ
のためには，投資先としては相対的に成熟，完成
した産業チェーンと産業集積効果の高い上海を中
心とする華東地域が最も相応しい地域である。華
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２０江蘇省は長江を挟んで南部（蘇南地域）と北部（蘇
北地域）に分けられている。蘇南地域は蘇州，無錫，
常州，南京，鎮江の５市，蘇北地域は南通（長江を挟
んで蘇州の対岸）を始めとする８市が含まれている。
蘇南地域には外資系企業の集積と郷鎮企業の発展が
見られるに対して,蘇北地域は工業化を促す牽引役を
